あなたの息子さんは、大学に行かずにパチンコをする方が自分にとって価値のあることだと思っています。それは、パチンコをすることによって多くのものを失っていることに気付いていないからです。その活動を行ったために失った利益のことを経済学では「機会費用」といいます。あなたの息子さんは、パチンコをすることによってお金を儲けたり、パチンコのスキルを上げたり出来ますが、その代わりに授業で得られる知識や経験を失っているのです。授業に出ないことで単位が取れなっては、大学も卒業出来ませんよね。大学を卒業出来なかったら、職種も限られてきて、息子の今後の人生にも関わってきてしまうのです。
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※灰色の部分…息子の気付いていない機会費用
※効用…経済学用語で、その人の満足度のこと

なので、まずは息子さんにこの「機会費用」を失っていることを教えてあげましょう。
しかし、頭の弱いあなたの息子さんは、「機会費用」の説明をしても、もし授業に出席すると約束しても、あなたは仕事で忙しく息子の行動を監視することは出来ないため、実際に彼がそうしているかどうか分からないですよね。学校に行ったとウソをついてパチンコに行っているかもしれません。
そんなあなた方の関係を、「エージェンシー関係」と呼びます。学校に行ってと依頼するあなたが「プリンシパル(依頼人)」、息子が「エージェント(代理人)」と言います。あなたの利益はエージェントである息子に依存します。しかし、その息子の行動は監視することが出来ないのです。
そんな状態でも、あなたは成績表を見れば、息子が単位を取れたかどうかを知ることが出来ます。パチンコばかりやっていたら普通は単位を取ることは出来ないので、単位取得は授業に出たという証拠になりますよね。なので、単位が取れればごほうびを与えるといった約束をすれば、息子はちゃんと授業に出るでしょう。ころを、経済学では「インセンティブ契約」と言います。この約束をするには、そのごほうびがパチンコで得られる効用や収入より魅力的なものでなくてはなりません。そうすれば、きっと息子は約束をしてくれるでしょう。
